
 

地方独立行政法人府中市病院機構の業務実績に関する評価の基準 

 

平成２５年３月２７日 

（一部改正 平成２９年６月２３日） 

地方独立行政法人府中市病院機構評価委員会決定 

  

１ 趣旨 

  地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号。以下「法」という。）第 28 条及

び第 30 条の規定に基づき、地方独立行政法人府中市病院機構評価委員会（以下「評

価委員会」という。）が行う地方独立行政法人府中市病院機構（以下「法人」とい

う。）の業務の実績に関する評価を適切に行うため、評価の実施に関し必要な事項

を定める。 

 

２ 評価の目的 

  評価委員会が行う評価は、法人の業務運営の自主的、継続的な見直し及び改善を

促し、業務の質の向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを目的とし

て行う。 

 

３ 評価の種類 

   評価委員会が実施する評価の種類は、年度評価及び中期目標期間評価とし、そ

の対象等は次の表のとおりとする。 

項目 
年度評価 

（根拠：法第 28 条） 

中期目標期間評価 

（根拠：法第 30 条） 

対象 
各事業年度における中期計画

の進捗状況 

当該中期目標の期間における

中期目標の達成状況 

評価の趣旨 
中期目標の達成に向けた中期

計画の進捗度の点検 

中期目標の達成、未達成の確

認 

実施時期 
当該事業年度の終了後概ね５

か月以内 

当該中期目標期間の終了後概

ね５か月以内 

 

４ 年度評価の方法 

  年度計画に定められた事項ごとに行う「項目別評価」と業務実績全体の進捗状況

について行う「全体評価」の２つを併せて行う。 
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《年度評価》 

項目別評価 
全体評価 

小項目評価 大項目評価 

法人の自己評価 評価委員会の評価 評価委員会の評価 評価委員会の評価 

法人は、年度計画の小項目ごと

の進捗状況について、次の４段階

で自己評価を行い、業務実績報告

書を作成する。 

評価委員会において、法人の自己評

価及び目標設定の妥当性などを総合

的に検証し、年度計画の小項目ごとの

進捗状況について、次の４段階による

評価を行う。 

評価委員会において、小項目評価の

結果、特記事項の記載内容などを考慮

して、大項目ごとの進捗状況につい

て、次の 5段階による評価を行う。 

評価委員会において、項

目別評価の結果を踏まえ、

年度計画及び中期計画の全

体的な進捗状況について、

記述式による評価を行う。  

（評価） 

4：年度計画を上回って実施している。 

3：年度計画を順調に実施している。（達

成度が概ね 9割以上） 

2：年度計画を十分に実施できていな

い。(達成度が概ね 6割以上 9 割未満) 

1：年度計画を大幅に下回っている。（達

成度が 6 割未満） 

（評価） 

4：年度計画を上回って実施している。 

3：年度計画を順調に実施している。（達成度

が概ね 9 割以上） 

2：年度計画を十分に実施できていない。(達

成度が概ね 6割以上 9 割未満) 

1：年度計画を大幅に下回っている。（達成度

が 6割未満） 

（評価） 

S：特筆すべき進行状況にある（評価委員会が

特に認める場合） 

A：年度計画を順調に実施している（小項目評価が、

すべて 3～4） 

B：年度計画を概ね順調に実施している（小項

目評価の 3～4の割合が概ね 90％以上） 

C：年度計画がやや遅れている（小項目評価の

3～４の割合が概ね 90％未満） 

D：重大な改善事項がある（評価委員会が特に

認める場合） 

地方独立行政法人制度の

利点を活かした取組成果

（法人運営における自律

性・機動性の発揮、財務内容

の改善、病院運営の透明性

の向上、2病院の連携など）

を積極的に評価することと

する。 

※ 業務実績報告書には、地域医療への貢

献など特色ある取組、法人運営を円滑に

進めるための工夫、今後の課題などを記

載する。 

※ 評価委員会による評価と法人の自己評価が異

なる場合は、評価委員会が評価の判断理由など

を示す。また、必要に応じて、特筆すべき点や遅

れている点についてコメントを付す。 

※ 市が設立した病院として、地域医療への貢献

など、質の部分も考慮した総合的な評価を行う。 

 （市内の医療水準の向上、市民の健康の確保及び

増進等への寄与） 
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５ 中期目標期間評価の方法 

  中期目標に掲げた大項目ごとに行う「項目別評価（大項目評価）」と業務実績全体

の進捗状況について行う「全体評価」の２つを併せて行う。 

《中期目標期間評価》 

項目別評価（大項目評価） 全体評価 

各事業年度の評価結果を踏まえつ

つ、当該期間における中期目標の達成

状況を調査・分析し、その結果を考慮し

て、大項目ごとの進捗状況について、次

の 5段階による評価を行う。 

評価委員会において、項目別評価の

結果を踏まえ、年度計画及び中期計画

の全体的な進捗状況について、記述式

による評価を行う。 

（評価） 

S：進捗状況は優れて順調 

A：順調に進んでいる 

B：概ね計画どおり 

C：やや遅れている 

D：遅れている 

地方独立行政法人制度の利点を活か

した取組成果（法人運営における自律

性・機動性の発揮、財務内容の改善、病

院運営の透明性の向上、2病院の連携な

ど）を積極的に評価することとする。 

 

６ 評価の進め方 

（１）報告書の提出 

   法人は、各事業年度及び中期目標期間終了後３か月以内に、当該期間における

業務の実績を明らかにした報告書を評価委員会に提出する。 

 

（２）事前評価、評価の実施 

   事前の資料送付段階で、各委員が資料を基に評価（仮評価）を行い、委員会で

は、法人から提出された報告書をもとに、ヒアリング等を踏まえて業務実績を調

査・分析し、委員会としての項目別評価を決定するとともに、全体評価として、

項目別評価の結果を踏まえ、計画の進捗状況全体について総合的な評価を行う。 

 

（３）意見申立て機会の付与 

   評価委員会は、評価結果の決定に当たり、法人に対し評価結果（案）に対する

意見申立ての機会を付与する。 

 

（４）評価結果の通知及び報告 

   評価委員会において評価を決定した後、法人に通知し、市長に報告するととも

に公表する。  



 

- 4 - 

 

７ 評価結果の活用 

（１）法人は、評価結果を踏まえて、組織や業務運営等の改善に取り組むものとする。 

（２）法人の業務継続の必要性及び組織のあり方等に関する検討、次期中期目標及び

次期中期計画の策定の際には、中期目標期間の各年度の評価結果を活用するもの

とする。 

（３）次期中期目標及び次期中期計画の策定に関して、評価委員会が意見を述べる際

には、中期目標期間の各年度の評価結果を踏まえるものとする。 
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《評価の進め方 フロー図》 

法人 評価委員会 市長 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価結果の受領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（評価委員会－書面） 

・委員による仮評価 

 

 

 

（評価委員会－開催） 

・ヒアリングの実施 

・調査・分析 

・評価結果作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価の決定 

・法人へ評価結果の通知 

・市長へ評価結果の報告 

・評価結果の公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価結果の受領 

・議会への報告 

 

 

報告書 

評価結果 

報告書 

各事業年度又は中期目標期

間終了後３ヶ月以内（毎年

度６月末まで）に評価委員

会へ提出 

評価結果 

評価結果 


